
加究弟…火壌丘工法の=.三の問題に放て
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Jケ 年 平 均 (∑) 229 3.C6

擦牢也岳 (q')o･70;帝中央盛 (r.)0.47

皿)考 案 及 穂 首 ･

'衷6によれば,専火投荷の平館捗時は け 年の鮭平

和 ;I2]砂/栄 となり.内取去J21士3qq,砂のもの

が99.7% であろから
丘大平均捗執+_

121+3q4-】21+3〉く5.05-)36

虐小は ~′

12[-3qAEl2l-3×5.05亡=105

と云ふことになる｡

文 12は 7'.渉のものは 505.' あろのであるから,

全政のL粉 は Il8-)25秒のものであると茸へろので

ある｡ ∴
夫にJ拓の悠塊捗時の屯盛であるが.衆7から鮭平

均すると標準偏鐙が 3.06秒であるから l箱の内で

庇大捗時と政小串時の鼠きは.n士3qeP, IJl士3x

3.Cbで約 18夢の勤 ;もろ｡偏差の忠犬なものは

.71±3(叶 3d･.)

で,士3x(3･Cd+3xO･7)砂切 30秒こも遠するが殺

小のものは,

fIL士3(q-3Q.)ヽ

で約 6秒である｡

辱火寧日箱の痕大串時と別 ,夢時の招きは庭分大き

い援であるが然し故大別 ､の掛王位かに故栄であろか

ら,普遍に使用してゐて倣大と別 ､の組合せになる蘇

利 之非常に小さく,普遍は Jm に就て,lO夢以上の

霊の告fることはないと琴へて霊安へないと息,;～

以上の掛 こ好火軌 三岡-エ均で改造された もので

も音符の平均釦 ;l防 砂から 135番位まであり,其

魅暁の偏重も I帯で 30秒の差のあるものもあ り箆

か 5-6秒のものもあろので.或工場の製品を判定す

るには't再任しらべても無軽である｡実態喚捗守が

ICO砂以下のもの及 150秒以上のものは昔風 二はな

いのであるから,苦しか ろゝものがあったならば共布

に発ては充分な拭良をした上で使用するのが安全と息

｡▲､○

等火良の塩類捗噂の偏藍が)箱で苧頓 の 士 :一2

秒のものが出来得るかどうか,これは甚だ無毘である

と息ふ'混合張の低艶遵助 ;こんな随 で収まろとは

息へない ｡黒色矧 こ初速 9∽ m の革肘零を望み得な

い如く,上紀の執 こIm で 士1-2秒以内の低空の

ものを語むならl瑚 火攻ではなく頚を聖へて電束雷管

英他を考,S･べきであると患も ー

I-本文中の統計や計掛こは,日射 と轟岩鼻作新 の

山寺,操#.柳井.大帝の持氏の御助力に上ろ新大

であ争｡附紀して,謝宜を表すo

LS

火薬地工法の二,三の問題に就て

(唱 和 24年 3月 26Fl安 現)

加 焚 芙 一 二 三

(芋幹工蔑専門串即

I) 緒 官

火確に上る滋工法は元卸 ;岩石薪に池月するのが原

Aqであるが.英他の腰用工法に-･も相%･依用されて来て

居る｡之が塵項使用として球春は 1943年耕 土神
命の求めに願拝して居る｡次で )946年前後より共の

利用が閉内閲盛に借り故W .鼓 として盛んになっ

た.昔時El本化串醐 工均の博弼 所長と沸 して

居った｡斉任免のヰ国内では攻披講故と土車故との整

≡)

堤が殆んど包められないので.火野忠と食中抵抗操と
の閲侍を来朝引こ伽 の租今のと.その問題を吟味し

て見ることにした｡

.A)賓 蕗 と 考 案

(I) 耳 先 例

多数の鵬 地中の一例であるが.昭和21年 5月

4日uJ口伽 の圧にて得られた鈷条であろ｡土

矧ま鮒 粘土乱 含水丑 8-10% 環密である,
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.=&中 W=位敵前の最小批 掛 W,-鹿 鼓の弔虎

J5-位岳色の菰斗孔の上軽 V-施政土敬啓琉

(2) 蚤小姓蝕 と火斐丑との隅侍

威力缶爆政治の^すずアーは,火確庇を Et=/(71)

i･･亡･d･W三;の三夫式で袈はし各掛軸こより緒常数虹

誓芸 logW 詣 最

Z I.6021 1

2 I.6989 1

3 1.7782 1

4 J.8j51 1

S I.9031 1

6 ).9542 1

7 2.C∝0 1

12.7816 7

69 IIS 280xE沿
′ 1.73 尋 完

を触 史より界へて居るa之と比較吟集するために

前額の判定軌こ対し蟹投公式を E-4W'-の伽 と

して4,71の虹を求めることにする｡
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加究典;火串丘工の二,三の問題に裁て

(a)と(b)より, ヽ
n=).5-EX-I.34

E-).34Wl･8, E;ど,W;en
E-O･00)34W)A.E;kg.W;ctn芸針 (I,

3
在て^ケザ7-は ′(～)に J/WTを典へて居り苦
Ldを雷魚と厩 すれば
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昭一) 火葬屯と虫小姓衣魚との曲停
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¢ち食掛こは授畢生窮に搬即t出来ないものであb
泊斗指数を考庶すると(1)式と一女する｡
壌ダイナ

,イトを使用Lた租合を-ウずアー公式にて求めると
佃-2とな t).

文士蟹故にT.N.T.
を使用した墳

合を国元す ると
,
殆んど平行となりE-3･e･

WIJな

ることが証明されるのである
｡本宅 放爆故はT.Zt.T. 30,

義
.
'Ntl-NO

B70
%の網

合葬なれば爆賂侍政Cは4乃至Sと考へられる｡従
てSe -1･34'8-
0
1
36- 0･27

平均gg0.3
となり技術

常鞄とされる馳係‡払;珪岩3
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花崩岩2
,
砂岩
,
文

岩1. 石
淡o･5に
封して粘土執i0.3と

なるのであって撰g:イナ マイトによれば.固-2の g-0.

3の故堤となるのである｡又固-3中の^ウ

ザT-,〆･/プ?ン,､クールの′(,I)位の W の衣軌こ及ぼ

す頼向の相似なることが包められる｡苦し宅段位に槻して

=次及三次鞄物税と俵定して計罪する

とE岩はlW2-･.･,･-
- -- --.･･-･(3)Ez=1.52W31･=･･･.I--･･,I.･-･.･.･.･-･･･(4) 39良12 岩石及放牧
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V;nlW;ctn単位

.式中o･ccoI4は失敗及爆乾物良の軽さ掛こ関する係政
である｡

四一4 頼政土亀と虫小姓競魚との助床
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伐木後の髄 に基く火重畳の常体は多数

の繋例を知ることが出来るのであるが, 直扱式は D韓化に塵L'聞一七 の掛 こ資沌伍と佳れが大となるq

固-6 火蕪をと
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加地 ;火拙 工の=.羊の問題に克て

木管淋鏡を小林明夫氏の示され'T=南中に押入すると

国-7となる｡裁板は馳 土軌 穿孔角弘 虫

垂法,火売切頬等によtI好守されろものであるが,防

易に軸 に放ては株在に腰ずる常政法が適用されるこ

とが希ま̀しい｡

(6) 土褒故に放ける穿孔角度の泊斗孔に及ぼす

捗管

本籍束は土讃吸に放て穿孔長 45cm 鼓張 1本.響

火鞄良40cmの場合であって図-8の如くで,甥段

鋭 ま

B-27.7ltl3.140-'0.036902+O･cco12363
9 ･････-････････････.I(9)̀

B;漏斗孔斑,m,0･,穿孔角弘 班単位

固-8 穿孔角あ 渦斗孔伍及政/).濃淡魚の捜停
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〟e食掛こ昏ってほ更にW を一定とし穿孔

角度を5割とせしめて影響を知るべきであり,又=,≡自由面の噂 4】合も吟味の必辞がある｡ 車軸 は爆故の

孔既殆んどSScTn軍資であり,従て穿孔角皮 70CL

･附近が毅も効果的なろことを知るものである｡

皿) 絵 官土怒故に放ては特に穿孔角弘 宴好L

樫,蕪重の形状,'' 教鞭長等の影響は大であると考へられるが,本官
段は前途の如き方箆によって樽らはた抜取であれ 之を113

的すると()) Jlウザ7-の威力圏爆扱 .F
クの勢斯様馳理曲も好は F.-dLW3の基本的共速姑を

もつものであるが.統率衣の密漁値に漏斗指数を加味して

求めると1.5次内外の地醜貌式となり,又

固-2,3にて見る標に鷲菰値と殆んど平行な

ることより立配される｡(2) 丑小鼓坑醍及火瑞丑

と腕 土丑 との陶係は(5)衣 (a)式の如く既知の常

食と異る｡ ､(3) 故額に懲り樹払 土圭卦こよる樹払超常数によ

る直線公式は放工基準値迅速計井の意味では希ましい

ものである｡(4) 土讃敵に放ける穿孔角

箆は放密粘土矧 こ封しては 700首はとが効果的なることが包められる

｡蕗りに日本化重厚桃工場軌

見監民に謝意を衷する次拓である｡

文 献(I) 土木申

せ忠 節30巻,辞3#.飛行壌土鼓破施工法,

零者加文典-=三｡(2) 火薬海食色 好8各,薪3.4執 丑鼓放牧の二,




